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,か
く
し
て
著
者
は
さ
ら
.に
日
本
の
エ
業
關
係
、.組
織
、
經
營
か
法
、
舨
寶
方
法
、
■需
要
.に
對
す
る
研
究
、
海
運
靡
業
、
金
融
斯
業
な 

ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
比
較
評
論
し
フ
結
局
そ
れ
ら
の
，多
く
の
‘點
に
づ
い
て
日
本
の
傻
越
性
を
認
め
、
か
‘つ
國
家
及
び
人
民
の
.協
ヵ
. 

的
努
力
が
と
の
結
果
を
坐
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
：

9

る
。

わ

れ

わ

れ

，
は

本

書

の

說

く

、
と

こ

ろ

の

.
す

ベ

て

を

そ

の

、
ま

、
に
承
認
す
る
こ

と
は
出
來
な
い
。
殊
に
そ
の
目
本
を
論
ず
る
に
當
つ
て
使 

.用
し
た
資
料
は
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
？

,o
r
8
k
e
r
, 

L
a
t
o
u

.N
,x
t
e
,
o
^
b
o
n
, 

Moulton, 

Cousins, 

s
a
n
s
l

 

p
o
t
i

 
c
t
l
e
y

そ
の
他
邦
人
の
.英
文
藜
作
等
相
當
多
く
利
用
ば
む
て
ゐ
る
が
、
M
資
料
に
つ
い
て
は
十
分
に
研 

萍
し
て
•ゐ
•な
い
。
殊
に
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
は
印
度
侧
の
詁
述
の
粗
な
る
こ
と
は
遨
だ
遺
憾
で
あ
る
ダ
勿
論
本
書
が〗

兀
來
荖
容
の
一
人 

序

！

ste,

氏
の
M

A
稱
號
を
.得
る
た
め
の
論
文
に
、
多
少
.の
盯
亚
を
な
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
.る
か
ら
、
十
分
の
.硏
究
は
な
ほ
後 

の
•時
期
に
期
待
さ
る
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
敢
.て
こ
ご
に
紹
介
す
る
.所
以
は
、
著
容
が
何
ら
，の
僻
觅
に
捕
は
れ
ず
"
比
較 

的
公
平
に
敍
述
し
て
ゐ
る
か
ら
.で
あ
.る
。
.殊
さ
ら
に
日
本
を
批
難
も
せ
ず
'
淡
.々
と
し
て
敍
述
し
て
ゐ
る
_
度
、
並
び
に
こ
•の
種
の
著 

作
の
中
に
近
額
動
も
す
れ
拔
ぁ
り
が
ち
の
黨
減
的
な
議
論
の
な
ぃ
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
か
ら
，で

ぁ

今(

昭
和
十
四
年
六
月十

七
！！：

稿)

u
.

r

S
h
a
p
i
r
o
,

 

M
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r
a
t
i
o
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a
n
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環
境
を
異
に
す
る
ニ
領
域
間
に
人
口
の
移
動

•

が
行
は
れ
た
場
合
、
移

#

民
は
醫
域
に
を
け
る
瑗
览
に
ょ
つ
て
、
必
然
的
にF

等
か

;.ー0
遲

: 1
€

讀

讓

_
_
:
_

薩

；篇

_

狼
：：穩

1 '
慕

_

,

^

別
が
行
は
れ
る
べ
き
で
あ

.

る
と
共
，に
、
栘
住
民
の
受
け
る
影
響
に
關
し
て
も
、
身
體
上

.

の
變
化
の
み
な
ら
ず
社
命
的
、
經
濟
的
の
結̂ 

が
.

考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な̂-

な
い
。 

.

-

現
代
杧
於
て
、
又
時
に
或
本
國
と
其
の
植
.民
地
的
領
域
と
の
間
に
淡
住
計
畫
が
炎
て
ら
れ
.る
場
合
に
は
1
兩
領
域
間
の
密
接
な
る
經 

濟
的
關
聯
o
犓
龙
を
究
極
目
標
と
し
て
、
現
實
に
は
新
領
域
.に
を

け

，
る

移

民

群

の

.經
濟
妳
生
存
獾
確
立
.が
直
接
問
題
と
な
っ
て
來
るo 

而
か
も
是
れ
に
對
す
る
兹
本
的
條
件
の
と
し
て
、
移
民
群
が
翁
環
境
の
下
.に
於
て
、
.果
し
て
肉
體
的
.に
坐
命
を
維
持
發
展
出
來
る
.か 

否
か
は
、
極
め
て
肝
要
な
考
察
.點
で
あ
る
。

~ 

移
住
と
環
境
と
の
關
係
、
換
言
す
，

i

ば
環
境
の
.變
化
が
移
估
民
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
か
く
て
轸
住
民
の
生
.沿
様
相
の
各
部
酣
に
現
は 

れK
T

へ
き
で
息
る
が
、
上
述
せ
.し
所
よ
り
明
ら
か
な
る
如
く
、
其
の
一
部
苘
と
し
て
ノ
環
境
の
變
化
が
移
^
民
の
體
格
上
に
及
ぼ
す
坐 

■物
擧
伯
影
響
も
、
；決
し
て
是
れ
を
輕
視
す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
。
蕺
し
移
：̂

の
新
環
境
の
下
に
於
て
、
、移
使
坭
の
身
體
上
に
パ
い
以 

上
や
發
展
'が
顯
著
に
觅
出
-5
れ
>
ば
、
少
く
と
，も
そ
れ
は
渐
環
境
へ
の
生
理
的
激
應
の
可
能
性
を
示
す
^
左
4
な
り
、
逆
に
#
體
發
胄 

E
L

rShapiro, Migr

.̂on and. Environment. 
l
eo
39.
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‘上
の
鬼
歩
亦
'«
見
さ
れ
る
&
ら
.ぜ
、
_
應
の
困
難
^
尕
す
事
.に
な
る
か
ら
で
、あ
^:
0
然
し
て
此
の
生
顶
的
逾
應
の
能
杏
如
&
が
、
そ
れ

. 

.
’
^
の̂

社

會

的

經

濟

.^
激
境
へ
の
順
應
性
を
決
定
す
'る〗

.の
有
カ
な
粮
據
た
り
得
る
事
は
論
を
矣
た
な
い
6 

-
{

、本
書
は
實
に
此
の
坐
物
遵
的
分
跸
に
對
す
ゐ
極
め
て
組
織
的
及
實
證
的
硏
究
を
内
容
と
し
、
第

-fc
-
、：

新
嶺
境
の
卞
^
移
俾
民
が
卡
.，
 

國
民
-
'と
此
較
し
て
、
加
何
な
る
體
格
上
め
變
化
を
示
す
か
、
.諂一

1
H
、
)

移
住
民
第
一I

世
.の
體
給
が
親
と
比
較
し
て
更
に
如
何
に
變
化
を： 

續
け
、
旦
つ
本
國
民
'0
標
準
を
離
れ
て
行
く
か
.を
詳
細
.に
分
析
す
1
。
共
の
際
、「

環
境」

は
旣
述
の
細
區
分
を
包
含
し
た
全
.般
的
な
趣
.：
 

.V?
意
味
-に
於
て
理
解
さ
4
^
.
0
然
し
て
箸
者
が
材
料
と
す
る
.所
は
布
哇
へ
の
，日
^
移
民
.で
あ
るO 

‘ 

. 

, 

s 

,
、
上
.述
の
沘
較
硏
究
を
行
ふ
爲
め
.に
、
出
组
地
と
居
住
地
.を
栽
準
と
し
て
次
の
三
筒
の
グ
ル
、1
デ
が
權
成
さ
れ
芯
。
即
ち
第
一
類
は
、 

日
本
に
生
れ
ロ
本
’に
房
住
し
、
且
つ
地
域
的
に
遠
方
へ
移
動
せ
ず
'
?日
本
人
2
篇
す
る
純
粹
の
本
國
民
で
あ
り
、
.著
^

は
楚
れ
を 

•sedentes* (

•本
國
在
住
民〕

と
名
付
け
る
。
m'
-
I 

j

類
は
布
嗤
■へ
の
移
住
：̂
で
.あ
る
。
彼
等
の
移
依
^
,

1

八
八
〇
年
代
に
旣
に
相
當
行
は 

れ
た
が
、
‘現
在
席
住
者
の
大
部
分
は
一
八
九
八
年
の
.米
茆
八
"併
以
降
广
ー
九
ニ
四
年
0
排
日
法
設
宠
迄
の
_
に
渡
航
し
た
者
と
目
さ
れ 

る
。
殊
に
女
性
に
就
v>
て
は
、

一
九
5

年
代
.
の

寫

眞

結

婚

に

よ

.名
流
入
が
顯
著
な
被
象
と
■し
て
記
錄
さ
れ
るo 
.第
三
類
が
娆
篡
住 

民
-の
子
女
、
-即
ち
布
哇
に
生
れ
布
哇
に
育
0
だ
所
謂
第
ニ
世
で
あ
り
、
.
.從
つ
て
大
體
一
九
〇
〇
年
以
降
の
.出

生

-<
?
:解
さ
れ
る
0 

斯
く
し
て
凫
等
三
グ
ル
ー
ブ
間
に
、
性
別
に
體
格
上
の
實
證
的
比
較
を
行
、ふ
事
に
よ
つ
て
、
環
境
の
變
化
が
及
ぼ
す
影
響
が
具
體
的 

に
明
ら
か
に
さ
れ
る
.
o研
究
は
先
づ
移
住
民
とs

e
d
e
l

の
間
に
、
-次

い

で

第

二

世

と

移

住

段

並

び

に

と

の

間

に

行

は

れ 

る
。
而
亦
も
此
較
の
成
禺
を
亚
_確
な
ら
し
め
る
爲
め
に
、
3
€
<
^
??
5
に
就
い
て
は
移
住
民
の
血
緣
關
係
者
が
毁
出
さ
ル
、
又
三
グ
ル
ー 

ブ
•間
の
比
較
に
成
る
可
く
同
世
代
を
取
上
げ
る
摩
に
よ
つ
て
ノ
時
間
的
要
因
に
基
く
差
違
を
縮
少
せ
ん
と
す
る
。
但
じ
此
の
點
に
關
し 

-
-て
、
第
ニ
世
が
概
し
て
靑
年
期
に
在
る
に
反
し
文
、、
移
往
段
が
老
年
期
に
往
る
事
實
は
、
.避
け
難
-ぃ
障
寄
を
與
へ
て
ゐ
るo 

.

以
上
の
制
約
的
條
#
を
附
し
て
、
出
來
得
る
限
り
典
型
的
が
グ
ル
ー
ブ
形
成
に
.努
め
た
結
媒
、
調
资
人
員
は
總
ti
*
ニ
、
五
九
四
人
を
：
 

算

,1
>、
.
.次
の
如
き
內
譯
'を
示
す
。
2

八
六
頁
} 

\

•;

/
 

.
■
■:

制̂
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S00)
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1
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1本
人
办
1
7五
％
を
占
め
、
數
量
的
に
は
稍
で
過
少
の
感
を
免
れ
な
で 

然
し
そ
れ
はsedentes.

と
の
_

を
厳
密
に
求
め
た
餘
儀
な
い
結
果
と
し
て
許
綷
さ
岑
ベ
，き
で
あ
ら
ぅ
。

,斯
く
.し
て
前
記
三
グ
ル
ー
プ
に
就
き
、
此
較
調
齑
は
總
計
九
十
種
の
多
數
の
諸
項
目
に
及
ぶ(

靜
細
は
,̂—

一
 
〇
M
參
照
、

即
ち
そ 

の
的
洛
故(

.：

『
)

.先
づ

體

重

、
へ
身
资
ノ
座
長

‘、
胴
長
、
手
足
の
長
さ
等
ょ
り
f t

廓

.
顔
面
等
に
及
ぶ
ニ
，十
八
_
目

の

测

觉

數

量

，の
比
較
。

(
1
0

上

記

の

：
測

定

數

量

相

互

間

の

'
比

率

(

指
數〕

に
就
ぃ
て
の
比
較
、
例
へ
、ば
肩
队
對
身
長
'
腰
巾
對
身
長
、
肩
巾
對
腰
巾
^
合
計1.1

十
.

1

籀
目
"(

‘三〕

觀
察
に
ょ
ざ
身
體
上
の
特
微
の
比
較
、
例

{
ば
„皮
勝
色
:'
毛
髮
の
性
狀
‘、

眼

の

色
等

一

11

ナ
五
種
目
等
で
あ
.る
。
‘ ‘，

而
か
も
斯
か
る
調
赍
硏
究
に
際
し
て
、
數
名
の
調
喪
者
が
參
加
す
る
場
合
ぬ
は
一
般
に
各
調
嵛
者
の
測
定
法
、
觀
察
法
：の
如
何
に
，ょ 

■ 

、
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.
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^
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.

M

ll
t

o
中

、
、移

住

民

と

第

ニ

佌

の

合

計

は

、
.
大
體
布
唑
往
掛
ロ
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一
 

n
lrv
、
L
ti
.Jg
}

.

り
、
結
艰
に
多
分
の
差
違
：が
豫
想
ざ
れ
冬
。
斯
の
如
き
缺
陷
を
除
ぐ
爲
め
に
，
本
調
脔
に
對
し
て
W
唯
一
人
.
^

ederick.w. 

Hulse 

博
士
‘が
、
.一

を

n
、

年

一.

月
ょ
り
翌
年
二
月
に
号
、
布
I

び
に
：

n

本
に
•於
T

■

任
を
以
て
自
ら
調
S

當
つ
た
由
で
，あ
るo 

特

にs
e
d
e
l

に
關
し
て
は
碗
_

は
日
本
文
部
省
、
§

翁
、
關
係
各
縣
知
事
、
來
大
敎
按
等
の
協
力
を
仰
い
だ
、
斯‘Q

如
き
硏 

究
上
に
於
け
る
緻
密
な
る
方
法
の
紐
用
は
、
其
.の
成

课

を

高

く

評

價

，せ

し

む

る

に

足

る

も

.の
で

あ

各0 

上

述

：の

餓

項

目
'に
關
す
る
統
計
的
硏
究
の
繁
は
、
.本
書
の
ニ
〇
fハ
頁
以
下
に
約
四
〇
〇
贯
に
宜
つ
て
明
細
に
表
記
せ
ら
れ
る
が
、

木
文
に
於
て
は
第
三
窜
に
於
て
移
住
民
.とsedentes

間
、
第
四
章
に
於
て
.第I

一
世
と
移
住
民
及
びsedentes

間
の
此
歡
が
、
先
づ
货
初 

は
全
般
的
に
、
次
い
S

S

性
別
I

、て

說

明

せ

ら

れ

る
。
.

'
•
.
, 
•
.
へ
 

.
今
そ
の
內
容
を
委
し
ぐ
紹
介
す
る
餘
裕
を
有
さ
な
い
が
、
得
ら
れ
た
結
果
を
概
括
的
に
願
み
る
な
ら
ば
、
次
の
如
く
A
あ
る
。
雜
ー 

に
與
性
に
澈
い
て
移
住
民
はs

e
d
g
t
e
s

に
比
し
て
、
前
記
ニ
十
八
.種
の
测
定
中
、
增
大
す
る
も
の
十
五
種
、
減
少
す
る
も
の
六
種
V

結 

局

16
28
即
ち
七
ニ • ：

四
^
の
*
化
率
を
示
し
、
又
二
十
マ
種
の
•指
數
，に
關
し
て
は
、
16
21
即
ち
七
六
•ニ
^
の
變
化
を
具
現
す
る
。 

.是
に
對
し
て
女
性
.は
幾
分
變
化
の
程
度
が
低
く
、
夫
々
六
•七
九>

(

測
定)

、
四
瓦
6

%(

指
數)

を
示
す
0

第
ニ
に
、.第
ニ
抵
と
移
住
與
間
に
於
て
は
、
そ
れ
程
の
變
化
は
見
ら
れ
ず
、
男
性
に
於
い
て
五
五

•
ニ
襄
測
定)

、
四
ニ •
九
^(

指 

數)

女
性
四
六
*四
^(

測
定)

四
五
•〇
％(

指
數)

で

あ

る

。

然
し
此
の
寧
城
第
ニ
世
が
移
住
民
ょ
り
も

sedentes

に
：近
い
事
を
意 

味
す
る
も
の
で
>は
な
.い
0‘
蓋
し
第
ニ
世
と
玲<16
1̂

間
の
乘
離
は
更
に
擴
大
さ
れ
、‘男
性
七
九
，
三
ズ(

测

卷

、
九
〇
•五
^(

指
數)

女 

哂
六
七
*
九
％
测
定
、
八
，0,

〇
ズ(

指
數)

の
結
梁
が
見
ら
れ
る9

.

•

:::
_
讓

讓

進
1
_

_

與

着
‘1

り
、
又
各
部
門
に
於
て
男
.攻
兩
蚀
が
大
體
類
似
し
た
變
化
の
方
向
を
採
っ
て
ゐ
る
.事
で
ぁ
.る
。
更
ら
に
全
般
.的
に
考
察
す
れ
ば
、
栘
史

民
がsede'ntes

よ
り
、
旣
に
相
當
大
な
る
變
化
率
を
涝
し
、
笫
ニ
世
は
ー
庇
是
れ
を
嘲
化
す
る
傾
向
を
帶
び
る
事
に
よ
つ
て
、
如
何
に
- 

環
境
の
及
ぼ
ナ
影
響
が
.大
で
あ
る
加
を
知
び
#.
る
の
で
あ
る
。
而
か
も
斯
か
.る
變
化
•率
€>
•內
容
を
分
析
す
れ
ば
、
多
く
の
場
合
增
大
項
，
 

目
數
が
減
少
項
目
數
を
凌
駕
す
る
。
楚
れ
は
取
‘り
も
茴
さ
ず
身
艦
上
の
よ
り
ー
曆
の
激
展
を
汞
す
證
據
で
あ
っ
て
、
謂
■は
r
、
H
本
よ 

V
、の
布
哇
眵
雎
民
の
體
位
向
上
を
明
乐
す
る
に
外
な
ら
な
い
。
殊
に
第
二
世
は
5
^
,ゅ
ぼ
に
比
し
、
.男
女
共
身
長
忆
於
て
著
し
い
增
加 

を
汞
す
.が
、
；此
の
事
實
は
、
身
體
の
他
の
諸
部
分
に
就
い
て
'の比例的增大を充分に辕想せしむる。

..，

次
い
で
本
書
の
考
察
は
出
生
地
方
別
の
比
較
に
^
-る
。(

第
五
章)

。
抑
V
布
哇
移
民
は
、
日
本
办
轉
定
數
箇
所
地
方
か
ら
行
は
れ
た
'
, 

事
骼
よ
り
じ
て
、
典
の
出
生
地
方
別
の
考
察
は
、
よ
り
灕
密
な
結
果
を
坐
ケ
出
す
に
賓
す
る
と
思
は
れ
る
。
即
ち
、
元
來
布
哇
移
民
を 

.送
り
出
し
た
地
方
は
山
ロ
、
廣
島
、
九
州(

主
と
し
て
福
岡
、
熊
本〕

と
其
他
の
諸
地
方
へ
主
と
し
て
新
潟
、
蹰
島
：}に
四
分
さ
れ
る
。
勿 

論
各
氣
方
の
沿
U

•間
に
は
或
程
度
の
相
違
が
，見
ら
れ
る
。
然
る
に
移
住
民
相H

間
に
ぼ
，地
域
的
特
異
性
は
比
較
的
縮
少
さ
れ
、
第 

二
世
間
に
於
て
は
其
の
.識
別
は
一
.
.脐
困
難
と
な
る
。
即
ち
第
二
世
は
布
唆
に
•あ
つ
て
同1

環
環
の
影
響
を
受
け
る
が
故
で
あ
る
と
解
さ 

れ
る
。

- 

#

ぃ

尙

地

方

肌

考

察

よ

り

得

ら

队

ふ

興

味

あ

る

結

果

と

し

て

、

地

-^
別

3
6な6导

5
と
全
移
民
の
問
に
此
較
.を
行
ふ
と
、
其
の
異
同
の
程
度 

に
差
違
，が

見

出

さ

れ

る

。

本

*
の

統

計

的

硏

究

に

從

へ

ば

'、

.前揭四ま分中、其他の諸，地方
に
屬
す
る
が
移
住
民
に
最
も 

近
い
様
相
を
、示
す
。
換
言
す
れ
ば
、
移
住
民
型
が
現
我
日
本
の
南
‘部
地
方
よ
り
も
北
部
方
面
に
顯
著
で
あ
る
乃
革
は
普
遍
的
で
あ
'る
と 

の
結
論
が
是
か
ら
引
出
さ
れ
る
。
其
，の
當
否
は
暫
く
置
く
と
し
て
、
實
證
的
硏
究
か
ら
得
ら
れ
た
ー
つ
の
證
明
と
し
て
.、
現
在
の
日
本
- 

移
住
計
鼙
上
に
何
等
か
の
指
針
^
も
な
れ
ば
ノ
誠
に
茴
白
い
と
思
ふ
卢
：

• 

.

.第
六
、章
は
萍
齡
を
戡
準
と
す
る
比
較
が
扱
は
れ
.る
。
旣
に
一
言
し
た
如
く
、
.
'镇I

1
と

其

の

父

.母

於

る

移

住

民

間

に

は

可

成

り

の

年 

H
*

r.Shapiro,.. Migration a
n
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1
9
3
P-
_ 

 ̂

3
D 

u 

1
,
v

 ̂

i 

ニ
辟
0

才
九
六

、
齡.Q

猶

I

る
，
o

そ
の
爲
控
本
調
f

結
果
が
不
充
分
に
陷
I

I

れ
て
，、
•

本
5

於
て
は
、，
摄
得
る
限
ヵ
年
齡

I

準 

‘
色

セ

、三
，グ
ル
丨
ブ
間
の
比
較
を
行
ひ

*

そ
.
の
結
果
を
旣- #

の
全
般
的
結
果
|

べ
て
見
る
。
然
も
そ
の
成
績
は
極
め
て
良
好
で

t

、

‘

.男
性'に
就
，
い
て
雨
者
間
，
に
七

5

は
完
全
な
る

」

致
-.

.
1

部
分
的

j

致
がS

さ
れ
、
僅
に
八
-
の
み
部
分
的
不
一
致
裏
す

o
: 

從
て
年
齡
の
要
因
は
全
體
め
結
果
に
對
し
て
大
，な
名
影
響
を

^ (

さ
ぬ
事
が
觀
げ
ら
れ
る
0
 

,

.

.
敍
土#

析
を
終
っ
た
後
、
著
|

更
に
移
忸
民
の
齄
濟
的
地
位
が
及
ぼ
す
影
響
の

.，考
察
へ
進
む

(

第
七s

o

先
づ
•三
グ
ル

1

プ
，に 

關
し
、
：
概
括
的
な
職
業
別
を
揭
げ
る
な
ら
ば
次
の
如
く
で
，あ
る
。

.

‘

1

-

•
 

‘ 

ち 

• 

■ 

■ 

-

: 

.

.
sedentes, 

, 
75 玫

' 

锁

辟

邡

,

S4.71̂

骤 
U 
渖

. 

2
4
0
6

^.

勿

論

•前
揭
S

立

的

な

職

業

別~に
兹
い
て
體
格
上
の
特
徵
を
認
め
得
る
。
然
し
此
の
區
別
を
鉴
準
と
’す
る
紹
果
を
、
全

般

的

塔

果
と
比
較
す
れ
ば
、
兩
者
間
の

■

差
違
は
、
此
較
的
此

11

少
で
ぁ
る

(
一

六
七
頁
參
照

)

。
即
ち
職
業
の
.要
因
も
全
體
の
結
果
に
對
し
決
定
的 

，影
響
を
及
ぼ
す
と
は
考
へ
ら
れ
、な
い
。

.唯

.斯
か
る
'調
査
の
附
隨
.的
输
果
と
し
て
.
.勞
働
者
ょ
り
商
業
或
<は
自
由
職
業
•へ
と

、

布

哇

移

民

，の

經

_
坐
活
水
準
莳
上
，が
注
f

ら 

れ
，る
0
、
是

れ

は

旣

述

の

體

位

向

上

と

相

俟

っ

て

恥

謂

人

種

問

題

に

一

っ

.(
0
渦
软
を
投
げ
か
け
る
か
の
如
く
_で
あ
る
0
依
然
と
し
て
门
ド 

人
が
难
哇
会
人
ロ
中
の
.擺
對
多
數
凌
1
2め

.§
現
耿
^

-|
)

1
て
、
是
れ
が
驄
て
A
つ
の
大
き
な
社
會
問
、題
を
酿
成
せ
ぬ
と
は
何
人
も
斷
言

‘
联

m

 

25 次

、65
,
2
9
^

7
5
.
9
3
^

出
來
ま
い
。
本
書
>/
>

-?
ー
次
的
目
標
も
、
實
に
布
哇
人
種
問
題
の
解
明
に
在
る(

副
題
に
明
記
、 

- 

以
上
で
本
書
•の
數
s.
-的
研
究
を
終
り
、
第
八
章
は
觀
察
に
よ
る
質
的
特
色
の
差
違
に
就
い
で
觸
れ
る
。
皮
腐
佟
と
加
毛
髮
の
形
狀
と 

か
三
十
五
種
に
亙
る
比
較
中
、
移
住
民
はsedentes'

よ
り
十
八
種
蕤
違
^
示
し
、
第
二
世
は
親
た
を
移
住
民
の
傾
向
を
そ
の
儆
繼
飱
す 

る
.

■

 

\

 

づ

：

八 

■

.

断
く
し
て
結
論
と
し
て「

移
住
民
は
，

sedentes

よ
り
質
的
に
.も
量
的
に
も
非
常
に
變
化
を
亲
.す
が
、
.是
fo
歡
し
第，1

1世
は
量
的
に
11 

に
變
化
を
擴
吠
す
る
の
み
で
.、
質
的
に
は
何
等
父
母
と
異
ら
な
い
。
從
づ
て
量
的
な
る
も
の
の
方
が
瑗
境
に
.影
響
さ
れ
易
い
と
解
さ
れ
■

 

る
。
、然
し
て
移
住
民
の
場
合
に
、
'
 
量
的
質
的
兩
方
茼
に
於
て
變
化
が
見
ら
れ
る
の
は
環
境
の
が
#
に
よ
る
以
上
に
、
移
估
現
象
え
の
も 

の
に
伴
ふ
諸
種
の
要
因
0
結
果
と
港
へ
る
事
が
出
來
よ
ぅ
。し(

，1

九
八
頁)

.

.

•
.

以
上
本
書
を
通
讀
す
る
事
ゆ
よ
，っ
て
、
吾
人
は
瑗
境
の
變
化
が
人
間
の
身
體
發
育
上
に
竦k

,

典
の
量
的
方
面
わ
、
如
何
に
■連
大
な
る 

影
響
を
及
ぼ
し
得
る
か
を
理
解
す
る
事
が
出
來
る
_
.°
'倚
又
環
境
側
に
於
で
-
よ
り
一
曆
明
確
な
る
分
析
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
.最
も
有 

力
な
る
作
用
要
因
を
柚
出
し
得
る
で
あ
^
ぅ
•し
、
そ
の
事
が
又
望
ま
し
い
。
激
し
本
硏
究
を
以
_て
‘し
て
も
、
結
果
は
旣
に
布
意
義
で
あ 

る
。
蓋
.し
.日
本
の
.布
哇
移
民
に
就
い
て
、
斯
く
實
證
せ
ら
れ
た
事
は
他
の
祠
樣
の
場
合
に
も
亦
容
易
に
有
り
得
る
事
と
考
へ
ら
れ
る
。 

或
は
又
人
口
の
移
住
に
よ
ら
な
く
と
も
、.
環
境
自
體
の
變
化
，に
よ
っ
て
同
様
の
結
果
.が
豫
想
せ
ら
れ
る
。

本
書
に
關
す
る
限
り
、
內
容
は
錄
り
に
も
生
物
學
的
色
彩
が
濃
摩
で
あ
る
。
然
し
、
旣
に

一
，言
し
た

如
く
、布
®

に
お
け
る
人
種

問
.：：
 

題
考
察
へ
の
'有
効
な
る
資
料
た
り
得
る
事
は
明
治
で
あ
る
.1!
史
，に
此
の
.問
題
を
離
ル
て
も
、
其
の
研
究
方
法
に
就
い
て
、
或
は
又
#

ら
一 

れ
た
端
果
め
、或
者
に
就
い
て
、
我
々
は
種
々
の
學
ぶ
べ
き
點
を
見
出
す
で
；あ
ら
.ぅ
。
殊
に
我
國
の
如
ぐ
八
箱
州
移
民
計
蕺
遂
行
唞
の
現 

在
、
.斯
.か
^

硏
究
.方
法
に
よ
る
調
脔
が
無
益
で
あ
-る
^'
は

斷

言

し

得

な
い
で
あ
;&
ぅ
-0
‘斯
如
‘る
分
鄲
に
於
げ
る
著
作
が
從
來
極
め
て
稀 

; 

H
,
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